
学校推薦制度利用に関するアンケート（2018年度）

no 学部・研究科 性別 内定先 Q1 ご自身の研究内容について教えてください Q2 内定先で求められる技術力のレベルは
自分にとって高いと感じましたか？

Q3 学校推薦のことをどのように知りましたか？ Q4 学校推薦制度を利用してよかったと思います
か？
理由もあわせて教えてください。

Q5 学校推薦を利用するにあたり大変だったことは
ありますか？選考スケジュールや選考内容におい
て、苦労した点があれば教えてください

1 環境情報 男 トヨタ自動車株式会社 量子ネットワーク上の秘密鍵交換法の評価 研究とは異なる分野なため、自分にとってはかなり高
かったです。

CDPオフィスからいただいた、推薦制度についての
メール

推薦後にリクルータと何度も交流し、ESなどを書いた
ため、入社後にやりたいことをじっくり考えることがで
きました。

リクルーターに夜遅くまで何度もしてもらった添削や、
論理的な話し方について練習など、一番フィードバッ
クが厳しい就活でした。
学校での推薦者選考時に他社の選考は終わってい
たため、学校での推薦者選抜がもう少し早ければ、
他社の内定承諾を待ってもらうことがなくてよかった
です。

2 環境情報 男 トヨタ自動車株式会社 情報科学，データ分析 高いと感じます．しかしだからこそ自分にとって新た
な挑戦ができると感じ志望度が高くなりました。

先輩や社員の方々から伺いました。 自分の志望度の高さを企業にアピールできる上、通
常の選考よりも有利に就職活動を進めることができ
たため、利用してよかったと思います。

友達と一緒に学校推薦を利用したので学校推薦の
合格や内定の連絡があるまでどちらか一方、あるい
は両方が不合格だったらどうしようと考え、不安だっ
た。

3 政策・メディア 女 日本電気株式会社（NEC）
セキュリティ技術センター

学部：スマートフォンにおける、ユーザビリティを考慮
したユーザー認証手法について
院：プライバシーに配慮したデバイスの所有権管理シ
ステムについて

いいえ。
最初から高い技術力が身についていることを求めら
れているとは感じませんでした。最低限の知識があ
れば、即戦力となる技術力よりも、自身で情報を収集
して学ぼうとする姿勢が身についていることを求めら
れているように感じました。

インターンに参加した際に、社内の慶應OB/OGの方
からご連絡をいただき、就活の相談にのっていただく
中で、学校推薦制度の利用を進めていただきまし
た。

よかったと思います。理由としては、部署を確定して
入ることができるからです。
自身がやりたいことについて話し合った上で、マッチ
するとお互いが判断して入社することができるので、
入社後のやりたいこととのギャップが少ないのではな
いかと考えています。

推薦スケジュールと一般選考スケジュールの兼ね合
いを考えるという点で少し大変でした。他社も検討し
ている場合、一般選考も利用して就活を進めようとす
ると、推薦スケジュールとの関係で、推薦に決めなく
てはいけないタイミングでまだ迷っている、というよう
な状況になってしまうこともあるかもしれません。
私はそれを避けるために、一般選考が始まるよりも
かなり早い段階で、自ら興味のある会社に連絡を取
り、個人的にお話をさせていただく機会をつくってい
ただき、早めに選択を進めました。

4 政策・メディア 男 NTTコミュニケーションズ株式会社 自動車の隊列走行技術 少し高いと感じた 学校推薦説明会により知った 良かったと感じる。企業の方と早い段階からコンタク
トを取り、企業への理解が進んだと感じる。

特にありません
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